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令和６年 第３回定例会（９月）令和６年 第３回定例会（９月）
運動会・体育祭シーズン運動会・体育祭シーズン
　みどり市内では９月下旬から 10 月中旬にかけて多くの体　みどり市内では９月下旬から 10 月中旬にかけて多くの体
育祭・運動会が開催され、児童・生徒たちが日頃の成果を育祭・運動会が開催され、児童・生徒たちが日頃の成果を
発揮しました。今回の表紙は９月 25 日にさわやかな天候の発揮しました。今回の表紙は９月 25 日にさわやかな天候の
下に開催された笠懸南中学校の体育祭のひとコマです。生下に開催された笠懸南中学校の体育祭のひとコマです。生
徒たちの日頃の鍛練の成果を十分に発揮し、観覧者が釘付徒たちの日頃の鍛練の成果を十分に発揮し、観覧者が釘付
けになる一方で、お互いの健闘を称え合う姿など、青春をけになる一方で、お互いの健闘を称え合う姿など、青春を
感じるひとコマもある感動的な体育祭となりました。感じるひとコマもある感動的な体育祭となりました。
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主な歳出
商工費 ２億６，４２５万円
みどモス応援券　第４弾を全市民に

　新型コロナウイルス感染症の影響や原油価格、物
価の高騰により経済的な負担が増加している市民生
活を応援し、市内での消費を促すことで地域経済の
回復を図った。
◯令和５年度の対象者：４万９，０７８人
◯金額：１人あたり５，０００円
◯取扱店：３９１店舗
◯利用期間：令和５年 10月 1日〜 12月 28日

決 算 特 別 委 員 会

　令和６年決算特別委員会は、９月５日に議長及び議会選出監
査委員を除く 16人で設置され、委員長に松井篤委員、副委員
長に堀内利之委員を選出し、審査を行いました。
　決算審査は、前年度の予算が目的に沿って適切に使われてい
るかどうかを審査し、改善や要望を市に伝え、今後の予算や事
務執行につなげる重要な役割を担っています。さまざまな視点
で質疑をし、白熱した議論を交わしました。

松井　篤　決算特別委員長

出歳
218億1,150万円

民生費
82億5,391万円
37.8％

総務費
32億8,929万円
15.1％

教育費
23億9,854万円
11.0％

衛生費
16億6,293万円
7.6％

土木費
22億3,124万円
10.2％

公債費
16億592万円
7.4％

商工費
6億7,450万円
3.1％
消防費

9億3,764万円
4.3％

議会費
1億9,896万円
0.9％

その他
895万円
0.1％

農林水産業費
5億4,962万円
2.5％

有害鳥獣対策事業 【農林課】

　　有害鳥獣捕獲委託料が当初予算に比べ
大幅に減額しているが、委託先と要因は。
　　委託先については、みどり市東町有害
鳥獣捕獲隊などの５団体に委託。減額の要
因は、当初豚熱の回復によるイノシシの捕
獲頭数の増加を見込んで
いたが、思ったより捕獲
頭数が伸びなかったこと
が要因と考えられる。

消費生活相談事業 【商工課】

　　令和５年度における相談件数、相談内容は。また、
相談員１名増員したが相談業務における課題は。
　　相談件数は366件。相談内容は、通信販売にお
いてインターネットサイトや SNSの広告を見て商品
を購入した後にトラブルになったケースや、訪問販売
など様々な相談が寄せられている。
　新たな手口による被害など、専門的な
知識や経験はもちろん、情報をバージョ
ンアップしていくこと、また、いかに被
害を未然に防ぐのかが今後の課題。

問 問

答 答

議会議会が厳しく チェック！！が厳しく チェック！！ 218億 はどう使われた？218億 はどう使われた？令和5年度決算を令和5年度決算を

みどり市マスコットキャラクター【みどモス】

令和５年10月１日（日）～令和５年12月28日（木）まで

使用期限を過ぎた場合は、無効となります。

※この応援券は、市内取扱店で使用できる商品券です。おつりはでません。　

※詳しくは裏面をご覧ください。

（発行：みどり市）

使
用
期
間

市民生活等応援事業

第4弾

「みどモス応援券」のご利用について

●この応援券は、令和5年12月28日（木）までご利用いただけます。なお、使用期限を過ぎた場合は、無効となります。

●この応援券は、みどり市内の「みどモス応援券取扱店」の表示があるお店でのみ使用できます。

●応援券の取り扱いにおける厳守事項

　①応援券は物品の販売又はサービスの提供などの取引において使用可能です。

　②応援券の交換及び売買は行わないでください。

　③応援券を現金化することはできません。

　④応援券額面に購入金額が満たない場合でも、つり銭は出ません。不足分は現金等で支払ってください。

　⑤使用期限を過ぎた応援券は使用できません。

　⑥応援券の紛失及び盗難、使用期限切れ等による損失は使用者の責務とします。

●応援券の使用対象にならないもの

　①税金、電気料金、水道料金等の公共料金

　②有価証券、商品券、ビール券、図書券、切手、印紙、プリペイドカード（チャー

　　ジを含む）、宝くじ等の換金性の高いものの購入

　③現金との換金、金融機関への預け入れ

　④取扱店自らの事業上の取引（仕入れ商品等の購入）

　⑤風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律

　　（昭和23年法律第122号）第2条第５項に規定する営業への支払い

　⑥特定の宗教・政治団体と関わるものや公序良俗に反するもの

　⑦不動産や金融商品
　⑧その他、市長が応援券の使用対象として不適当と判断したもの

取扱店名
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主な歳入
市税収入済額65億 5,775 万円

〜収入済額の対前年度比較〜
◯固定資産税　２，４３１万５５２円　０. ９％増↑
◯軽自動車税　５７４万３，４８４円　２. ９％増↑
◯市民税　 ２，９６７万３，２１４円　１. ０％減↓
◯市たばこ税　５２４万３，２６０円　１. ２％減↓

※�収入未済額は１億７，９３８万５４８円で対前年
度比は６４４万７，６５２円で３. ７％の増額と
なった。

公共施設等総合管理計画事業【財政課】

　　大間々庁舎の総合福祉センター化に伴い、
大間々庁舎１階の改修工事により社会福祉協議
会大間々支所を移転した具体的な効果は。
　　福祉に関する各種相談からサービスの申請
手続きが１カ所で行うことができるようになっ
たほか、庁舎内の消費生活セ
ンターと連携して、高齢者
などへのの各種相談、悩みご
とを受ける体制が充実し、ス
ムーズなサービスの提供がで
きるようになった。

スクールソーシャルワーカー配置事業【学校教育課】

　　スクールソーシャルワーカー配置事業の実
績と効果は。
　　学校と連携しながら、中学校区を基本にし
ており、みどり市では３人の方に家庭訪問など
主に家庭の支援を中心に活躍いただいている。
どのように支援をしていくか教員とカウンセ
ラーが相談し、協力し合いながら支援をしてい
る。効果として、専門的な支援
により学校の教員だけでは気づ
けないところまで、手が行き届
いていると考えている。

たばこ税確保対策事業 【税務課】

　　たばこ税確保対策事業 205,700 円の詳細
については。
　　携帯灰皿を 1,100 個購入し、１個当たり
170円で税込み 205,700 円となっている。
令和５年度のたばこ税の税収は市内購入で約
４億 4,000 万円であり、受動
喫煙防止などを図りながら、
貴重な財源であるたばこ税の
確保に努めていきたい。

問問

問

答
答

答

使用済みおむつの保管用ゴミ箱購入等補助事業【こども課】

　　使用済みおむつの保管用ゴミ箱購入等補助
事業の課題については。
　　本事業の実施により、購入補助を希望され
た８施設においては令和５年度中に保護者によ
る使用済みおむつの持ち帰りが廃止されるなど、
この事業の目的である保育環境
の改善が図れたという点におい
て、現時点では課題は解消され
たと考えている。

問

答

入歳
231億3,716万円

市税
65億5,775万円
28.3％

地方交付税
43億9,204万円
19.0％国庫支出金

40億1,316万円
17.3％

県支出金
16億7,410万円
7.2％
市債

17億9,600万円
7.8％

繰越金
9億61万円
3.9％

繰入金
10億812万円
4.4％

財産収入
3億6,202万円
1.6％

その他
12億149万円
5.2％

地方消費税交付金
12億3,187万円
5.3％

決算特別委員会
での

Q&AQ&A 議会議会が厳しく チェック！！が厳しく チェック！！ 218億 はどう使われた？218億 はどう使われた？令和5年度決算を令和5年度決算を
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議 案 審 議
　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
、

８
月
26
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
25

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
長
か
ら
は
、
令
和
５
年
度
各

会
計
決
算
を
は
じ
め
、
条
例
改

正
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
な
ど

43
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
採
決
の
あ
っ
た
議
案
全

て
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
17
名
が
登
壇

し
、
市
政
を
質た

だ
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
決
算
を

認
定
し
ま
し
た

9月定例会

論点！
ココ
がギロンの

令和 6年度　各会計補正予算一覧表（9月補正）
会計区分 補正額 補正後の額

一 　 般 　 会 　 計 5 億 1,159 万 5 千円 288 億 9,005 万円

特 

別 

会 

計
　

太 陽 光 発 電 事 業 1,129 万 6 千円 7,602 万 5 千円
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 2,320 万 8 千円 55 億 7,304 万 8 千円
国 民 健 康 保 険（ 診 療 所 勘 定 ） 0 円 ※ 1 1 億 510 万 5 千円
後 期 高 齢 者 医 療 7 万 3 千円 8 億 889 万 6 千円
介 護 保 険（ 保 険 事 業 勘 定 ） 1 億 160 万 1 千円 46 億 5,052 万 3 千円
戸 別 浄 化 槽 事 業 0 円 ※ 1 1,196 万 3 千円
農 業 集 落 排 水 事 業 200 万円 1 億 1,070 万 9 千円
富 弘 美 術 館 事 業 20 万円 1 億 7,542 万 8 千円
競 艇 事 業 1,399 万 8 千円 1,654 億 1,838 万 4 千円

公共下水道

収益的収入 第１款 下水道事業収益 ▲ 461 万 5 千円 ※ 2 7 億 7,554 万 8 千円
収益的支出 第１款 下水道事業費用 ▲ 461 万 5 千円 ※ 2 6 億 9,886 万 3 千円
資本的収入 第１款 資本的収入 942 万 3 千円 11 億 2,863 万 8 千円
資本的支出 第１款 資本的支出 942 万 3 千円 13 億 8,041 万 1 千円

※ 1　歳出予算の組み替えを表します。
※ 2 「▲」は予算の減額を表します。

監
査
委
員
意
見
書
の
要
旨

　
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
、
２
３
１
億
３
７
１

６
万
１
９
０
８
円
で
令
和
４
年
度
よ
り
４
・
５
％

の
増
額
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
、
市
債
や
地
方

交
付
税
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
、
２
１
８
億
１
１
４
９

万
８
３
８
４
円
で
令
和
４
年
度
よ
り
６
・
５
％
の

増
額
と
な
っ
た
。

　
物
価
上
昇
や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
な
ど
に
注

視
す
る
と
と
も
に
限
り
あ
る
財
源
の
有
効
活
用
を

図
り
、
市
民
福
祉
の
更
な
る
充
実
、
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
な
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
切

望
す
る
。

天川　洋
代表監査委員

※決算特別委員会で審査した内容の詳細は、２・３ページ参照
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賛否が分かれた議案と審議結果

区分 番号

会派
議員名

広和 
クラブ

市民 
クラブ

新政 
クラブ

公
明

ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

ク
ラ
ブ

無
会
派

合計

古
田
島
和
茂

柴
﨑
訓
佳

須
藤
日
米
代

須
永
信
雄

深
澤
輝
彦

中
村
正
義

椎
名
祐
司

上
岡
克
己

阿
左
美
守

堀
内
利
之

金
子
勇
人

松
井
篤

髙
草
木
弘
子

藤
生
吉
顕

塩
野
央
弥

宮
﨑
武

石
原
真
理
子

杉
山
英
行

賛
成
者
数

反
対
者
数

件名

承
認

第１号 令和５年度一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第４号 令和５年度国民健康保険（事業勘定）特別会
計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第６号 令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第７号 令和５年度介護保険（保険事業勘定）特別会
計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第12号 令和５年度競艇事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

注１）表決結果の表示について、賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」と表示しています。
注２）議長は可否同数以外の場合は、表決に加わらないため「―」と表示しています。

議
案
と
賛
否

議
案
と
賛
否

全員賛成で可決した議案
区分 番号 件名

承
認

第２号 令和５年度みどり市太陽光発電事業特別会計歳入歳出
決算

第３号 令和５年度みどり市鉄道経営対策事業特別会計歳入歳
出決算

第５号 令和５年度みどり市国民健康保険（診療所勘定）特別
会計歳入歳出決算

第８号 令和５年度みどり市戸別浄化槽事業特別会計歳入歳出
決算

第９号 令和５年度みどり市農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算

第10号 令和５年度みどり市企業用地整備事業特別会計歳入歳
出決算

第11号 令和５年度みどり市富弘美術館事業特別会計歳入歳出
決算

第13号 令和５年度みどり市簡易水道事業会計決算

第14号 令和５年度みどり市公共下水道事業会計決算

諮
問

第１号 人権擁護委員候補者の推薦

第２号 人権擁護委員候補者の推薦

第３号 人権擁護委員候補者の推薦

第４号 人権擁護委員候補者の推薦

議
案

第59号 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
の一部改正

第60号 税条例の一部改正

第61号 地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に
関する条例の一部改正

第62号 市有住宅条例の一部改正

第63号 建築基準法関係手数料条例の一部改正

第64号 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係
手数料条例の一部改正

第65号 財産の取得

区分 番号 件名

議
案

第66号 市道の路線認定

第67号 令和６年度一般会計補正予算（第２号）

第68号 令和６年度太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）

第69号 令和６年度国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予
算（第１号）

第70号 令和６年度国民健康保険（診療所勘定）特別会計補正
予算（第１号）

第71号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

第72号 令和６年度介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第
１号）

第73号 令和６年度戸別浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）

第74号 令和６年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１
号）

第75号 令和６年度富弘美術館事業特別会計補正予算（第１号）

第76号 令和６年度競艇事業特別会計補正予算（第２号）

第77号 令和６年度公共下水道事業会計補正予算（第１号）

第78号 福祉医療費支給に関する条例の一部改正

第79号 国民健康保険条例の一部改正

第80号 工事請負契約の締結

第81号 令和６年度一般会計補正予算（第３号）

請
願 第５号 地方財政の充実・強化に関する請願書

議
会
議
案

第７号 学校給食費の無償化を求める意見書

第８号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書

第９号 地方財政の充実・強化に関する意見書

９月定例会
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みどモス

財産の取得では大間々グラウンド内の民有地を取得する

〇�

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

�

〇�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
請
願
書�

〇�

市
有
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
〇�

建
築
基
準
法
関
係
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正

〇�

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る

法
律
関
係
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

〇
市
道
の
路
線
認
定

市 民 福 祉 常 任 委 員 会

総務文教常任委員会 経済建設常任委員会

わがまち特例の措置内容見直しへ

請願が提出されました 市有住宅入居申請の提出書類見直しへ
　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
９
月
13
日
に
開
催
し
た
。

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
９
月
12
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
請
願
（
１
件
）

審
査
し
た
議
案
（
１
件
）

審
査
し
た
議
案
（
３
件
）

審
査
し
た
議
案
（
４
件
）

こんな議論がされました

●��

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
市
の
独
自
利
用
事
務
と
し

て
条
例
で
定
め
る
外
国
人
に
対
す

る
生
活
保
護
に
準
じ
た
事
務
に
つ

い
て
、
規
定
の
整
理
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
改

正
を
す
る
も
の
と
の
説
明
。 

　
該
当
者
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対

し
、
令
和
６
年
度
は
進
学
準
備
給

付
金
１
名
、
就
職
準
備
給
付
金
１

名
と
の
答
弁
あ
り
。 

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。

●
市
有
住
宅
条
例
の
一
部
改
正 

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
が
一
体
に
な
る

こ
と
か
ら
、
市
有
住
宅
の
入
居
申

込
み
の
際
に
提
出
を
求
め
て
い
た

書
類
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
た

め
、
条
例
の
一
部
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
と
の
説
明
。 

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の

結
果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

〇�

税
条
例
の
一
部
改
正

〇�
地
方
活
力
向
上
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

〇
財
産
の
取
得

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
９
月
11
日
に
開
催
し
た
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正 

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に

伴
い
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設

備
の
整
備
な
ど
に
係
る
固
定

資
産
税
の
特
例
（
わ
が
ま
ち

特
例
）
の
特
例
割
合
及
び
そ

の
対
象
期
間
の
見
直
し
を
行

お
う
と
す
る
も
の
と
の
説

明
。 

　
都
市
再
生
整
備
計
画
は
み

ど
り
市
に
は
な
い
が
、
今
後

計
画
を
策
定
す
る
予
定
は
あ

る
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
現

在
計
画
を
作
成
す
る
予
定
は

な
い
と
の
答
弁
あ
り
。 

　
討
論
と
し
て
、
国
の
参
酌

基
準
を
適
用
す
る
こ
と
は
今

後
み
ど
り
市
に
と
っ
て
有
利

に
な
る
と
の
賛
成
討
論
あ

り
。 

　
採
決
の
結
果
、
挙
手
全
員

に
よ
り
本
案
は
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
。 



問一般質
◆17 議員それぞれのテーマで議論を展開◆

市民の皆さんは
どのテーマに関心がありますか？

Q
農
福
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
。

A
市
長　
障
が
い
者
の
方
々
が
農

業
や
林
業
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

を
通
じ
、
自
信
や
生
き
が
い
を
持

っ
て
社
会
参
画
を
実
現
し
て
い

き
、
農
林
業
と
福
祉
が
連
携
す
る

｢

農
福
連
携｣

の
取
り
組
み
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

み
ど
り
市
と
し
て
、
ジ
ビ
エ
普
及

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
な
か
、

市
内
で
も
事
業
者
が
新
商
品
と
し

て｢

ジ
ビ
エ
カ
レ
ー｣

を
開
発
し
た

と
い
う
動
き
に
対
し
て
は
、
市
と

し
て
も
大
変
関
心
を
寄
せ
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
が
徐
々
に
広

が
り
、
第
２
次
み
ど
り
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
の
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
に
あ
る｢

人
の
活
動
と
ま
ち

に
資
源
が
織
り
な
す
豊
か
さ
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す｣

と
い
っ
た

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

答弁…�地域資源の活用につな
がるものと考えている

録画映像
あります

市民クラブ 上岡　克己 議員

農福連携の取り組み
については

P23 P22 P21 P20 P19 P18 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 P9 P8 P7

熊
被
害
対
策

市
の
太
陽
光
事
業

産
後
ケ
ア

重
要
文
化
財

出
産
・
子
育
て
応
援

介
護
認
定

電
線
類
地
中
化

幼
稚
園
跡
地
活
用

日
本
語
指
導

ス
マ
ホ
市
役
所

新
庁
舎
建
設

降
ひ
ょ
う
見
舞
金

不
登
校
支
援

自
動
運
転
実
証
実
験

エ
ア
コ
ン
設
置

経
常
収
支
比
率

農
福
連
携
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一般質問 一 般 質 問

答
弁
…�

最
も
効
果
的
な
市
税
収
入
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る

みどり市 類似団体
令和５年 99.4%
令和４年 99.4% 90.6%
令和３年 91.7% 87.0%

99.4% 99.4%

91.7%90.6%
87.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

105.0%

令和５年 令和４年 令和３年

みどり市と類似団体の
過去3年間の経常収支比率

みどり市 類似団体

録画映像
あります

新政クラブ 松井　　篤 議員

Q
経
常
収
支
比
率
の
推
移
と
現
状

は
。

A
総
務
部
長　
合
併
直
後
の
平
成

18
年
度
が
91
・
８
％
、
令
和
５
年

度
が
令
和
４
年
度
と
同
率
の
99
・

４
％
。
令
和
４
年
度
時
点
の
人
口

や
産
業
構
造
が
似
て
い
る
82
の
類

似
団
体
の
状
況
で
は
、
最
も
比
率

が
良
か
っ
た
市
は
80
・
０
％
、
平

均
値
は
90
・
６
％
、
そ
の
中
で
み

ど
り
市
は
99
・
４
％
で
最
下
位
で

あ
っ
た
。

Q
経
常
収
支
比
率
が
高
い
要
因

は
。

A
総
務
部
長　
歳
入
の
根
幹
を
な

す
市
税
の
額
が
少
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
特
に
固
定
資
産
税

は
、
土
地
全
体
に
占
め
る
宅
地
面

積
の
割
合
が
小
さ
く
、
基
準
地
価

格
が
低
い
こ
と
か
ら
、
税
収
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
法
人

市
民
税
は
、
法
人
数
が
少
な
く
、

企
業
規
模
の
大
き
な
法
人
が
少
な

４
％
と
高
い
数
値
に
な
っ
て
い

る
。

　
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
財
源
と
な
る
歳
入
の
確
保

を
し
っ
か
り
と
図
り
、
必
要
な
歳

出
事
業
費
を
そ
の
中
に
収
め
て
い

く
、
い
わ
ゆ
る
「
入
る
を
量
っ
て

出
ず
る
を
制
す
」
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
市
税
を
い
か
に
確
保
す
る

か
が
、
最
も
効
果
的
で
大
切
で
あ

る
。
今
後
、
課
題
解
決
に
向
け
て

数
値
の
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
投
資
的
経
費
の
財
源
確
保
に
つ

い
て
は
、
歳
入
の
要
と
い
え
る
市

税
収
入
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る

た
め
、
産
業
団
地
の
整
備
や
企
業

誘
致
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
固
定

資
産
税
と
法
人
市
民
税
の
収
入
増

に
つ
な
げ
る
な
ど
、
市
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
財
源
の
獲
得
に
注
力
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。

　
歳
出
面
で
は
、
学
校
給
食
の
無

料
化
や
、
福
祉
医
療
事
業
の
対
象

者
要
件
の
拡
充
な
ど
手
厚
い
内
容

に
な
っ
て
お
り
、
経
常
経
費
に
占

め
る
扶
助
費
の
割
合
が
高
い
。
ま

た
、
桐
生
市
と
の
共
同
事
業
の
負

担
金
が
経
常
経
費
と
な
っ
て
お

り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
経
常
収
支
比
率
を
高
め
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

Q
経
常
収
支
比
率
の
改
善
と
、
投

資
的
経
費
の
確
保
に
向
け
た
総
括

的
な
市
長
の
所
見
は
。

A
市
長　
競
艇
事
業
収
入
が
こ
れ

ま
で
の
５
億
円
か
ら
４
倍
の
20
億

円
に
増
額
と
な
り
、
こ
の
収
入
が

加
味
で
き
れ
ば
、
経
常
収
支
比
率

の
数
値
を
数
パ
ー
セ
ン
ト
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
決
算
統
計

上
、
不
特
定
財
源
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
、
反
映
で
き
な
い
た
め
99
・

経※

常
収
支
比
率
が
高
い
中
、
投
資
的
財
源
の

確
保
は

※経常収支比率…�地方税、地方交付税、譲与税・交付金などの経常的な一般財源が、どの程度経常的な経費に充てられているかを
示す指数のこと。
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

市
内
全
小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

展
望
は

録画映像
あります

Q
市
内
全
小
中
学
校
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
展
望
は
。

A
教
育
部
長　
災
害
発
生
時
に
は

避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
施
設

で
も
あ
り
、
猛
暑
が
長
期
化
し
て

い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
学
校
体

育
館
利
用
者
の
熱
中
症
リ
ス
ク
も

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
設

置
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
と
有
事
の
際
の

避
難
者
の
健
康
と
命
を

守
る
た
め
設
置
を
。

Q
み
ど
り
市
こ
ど
も
未
来
基
金
を

活
用
し
た
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え

は
。

A
教
育
長　
費
用
面
に
つ
い
て
も

調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
、
過
疎

地
域
に
お
い
て
は
過
疎
対
策
事
業

債
の
活
用
も
含
め
た
有
利
な
財
源

の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

--------------------------

Q
ジ
ビ
エ
利
活
用
で
見
え
て
き
た

課
題
と
解
決
策
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
年
間
捕
獲
頭

数
が
多
い
中
、
出
荷
頭
数
が
少
な

い
。
高
崎
市
へ
の
個
体
搬
送
は
効

率
性
が
悪
い
、
ジ
ビ
エ
を
扱
う
事

業
者
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
。
国

の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
て
市
内

狙
い
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し

て
み
ど
り
市
の
未
来
が
発
展
す
る

よ
う
な
施
策
や
企
画
を
。

Q
令
和
８
年
度
は
み
ど
り
市
20
周

年
、
３
つ
の
大
型
建
設
事
業
の
完

成
、
相
澤
氏
の
映
画
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
あ
る
が
、
市
民
一
体
と
な

っ
た
令
和
８
年
を
迎
え
る
た
め
の

展
望
は
。

A
市
長　
一
年
間
を
通
し
て
20
周

年
が
感
じ
ら
れ
る
年
に
し
て
い
き

た
い
。
映
画
に
関
し
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
エ
キ
ス
ト
ラ
の
募

集
を
す
る
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ

る
準
備
を
経
て
、
み
ん
な
で
つ
く

っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
映
画

を
完
成
さ
せ
、
映
画
祭
へ
の
出
品

や
完
成
披
露
試
写
会
を
行
い
な
が

ら
、
記
念
事
業
の
大
き
な
柱
と
し

た
い
。
節
目
と
な
る
大
切
な
事
業

な
の
で
、
み
ど
り
市
全
体
と
し
て

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

み
ど
り
市
が
大
き
く
動

い
て
い
る
こ
と
を
市
民

の
皆
様
が
感
じ
る
機
会
が
こ
れ
か

ら
一
気
に
増
え
る
た
め
期
待
を
申

し
上
げ
る
が
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら

こ
そ
地
に
足
を
つ
け
た
市
政
運
営

を
。

に
加
工
施
設
を
誘
致
で
き
る
よ
う

な
環
境
整
備
や
、
補
助
金
な
ど
に

よ
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
創
設
し
解

決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Q
今
後
の
展
望
は
。

A
機
能
性
の
高
い
ジ
ビ
エ
カ
ー
の

導
入
や
、
食
肉
加
工
処
理
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
な
ど
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

で
ジ
ビ
エ
料
理
が
提
供
さ
れ
た

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
提
供
で
き
る
よ
う
環
境
整
備

を
進
め
、
ジ
ビ
エ
を
有
効
活
用
す

べ
く
進
め
て
い
く
。

--------------------------

Q
み
ど
り
市
20
周
年
に
向
け
機
運

醸
成
の
戦
略
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
庁
内
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
準
備
を
進
め
て

い
く
。
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
市

が
主
催
す
る
新
た
な
事
業
だ
け
で

な
く
、
既
存
事
業
で
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
例
年
よ
り
も
盛
大
に
行

う
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

多
く
の
方
が
楽
し
め
る
行
事
や
交

流
人
口
の
増
加
、
市
の
魅
力
発
信

に
繋
が
る
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
。

一
過
性
で
終
わ
ら
せ
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、

市民クラブ 金子　勇人 議員
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一般質問 一 般 質 問

録画映像
あります

市民クラブ 堀内　利之 議員

答
弁
…�

他
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
検
討
を
進
め
る

自
動
運
転
実
証
実
験
導
入
の
考
え
は

Q
過
去
３
年
間
自
主
返
納
者
数
の

変
化
と
支
援
事
業
は
。

A
総
務
部
長　
令
和
元
年
度
を
ピ

ー
ク
に
４
年
連
続
で
減
少
し
て
お

り
、
本
市
も
全
国
と
同
様
に
、
直

近
３
年
間
で
は
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。
高
齢
者
に
免
許
返
納
を

促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
本
市
は
現

在
、
免
許
返
納
し
た
方
で
希
望
者

に
、
市
内
各
種
バ
ス
利
用
回
数
券

を
交
付
し
て
い
る
。
適
切
な
交
通

手
段
の
提
供
や
社
会
的
な
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
、
運
転
能
力
の
判
断
基

準
の
明
確
化
な
ど
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

Q
み
ど
り
市
安
心
支
援
事
業
の
利

用
状
況
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
利
用
者
数
は
、

令
和
３
年
度
１
４
６
名
、
令
和
４

年
度
１
８
６
名
、
令
和
５
年
度

２
１
１
名
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
高
齢
者
は
増
え
て
い
る
。

Q
支
援
内
容
別
の
利
用
実
績
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　

令
和
５
年

度
支
援
別
の
利
用
実
績
に
つ
い

て
、
ご
み
出
し
が
最
も
多
く
、

６
４
８
件
、
病
院
な
ど
の
付
き
添

い
３
３
８
件
、
買
い
物
代
行
86

件
、
話
し
相
手
78
件
、
除
草
７

の
移
動
手
段
と
し
て
の
考
え
方

は
。

A
政
策
企
画
部
長　
本
市
で
は
、

最
適
で
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
体
系
を
構
築
す
る
た
め
、
全
エ

リ
ア
を
対
象
と
し
た
公
共
交
通
計

画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
中
で
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、

事
業
化
策
の
協
議
で
自
動
運
転
導

入
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

Q
自
動
運
転
実
証
実
験
導
入
の
考

え
は
。

A
市
長　
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
と
国
庫
補
助
な
ど
を
活
用
し

た
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　
自
動
運
転
な
ど
先
進
的
な
実
証

運
行
実
験
に
つ
い
て
、
サ
ン
レ
イ

ク
草
木
周
辺
だ
け
で
な
く
、
赤
城

駅
か
ら
大
間
々
駅
の
区
間
な
ど
、

本
市
全
域
に
お
い
て
必
要
性
も
含

め
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
踏
ま

え
検
討
を
進
め
る
。

み
ど
り
市
で
も
高
齢
化

や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に

伴
い
、
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

が
課
題
と
な
る
の
で
検
討
を
。

件
、
そ
の
他
の
支
援
63
件
、
合
計

１
２
２
０
件
と
な
っ
て
い
る
。

Q
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
利
用
状
況

の
推
移
と
課
題
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
３
年
間
の
利

用
率
は
60
・
９
％
か
ら
63
・
４
％

と
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。
課

題
は
、
一
部
の
利
用
者
か
ら
、
交

付
枚
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
利

用
し
た
い
時
間
に
利
用
で
き
な
か

っ
た
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
点
が
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。

Q
自
動
運
転
実
証
実
験
を
高
齢
者

の
移
動
手
段
と
し
て
の
考
え
方
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
５
年
度

に
実
施
し
た
介
護
予
防
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
、

48
・
３
％
の
方
が
、
通
院
や
買
い

物
な
ど
の
送
迎
支
援
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
多
く
の
高

齢
者
が
通
院
や
買
い
物
の
足
を
日

常
生
活
の
不
安
と
感
じ
て
い
る
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
、
自
動
運

転
技
術
の
活
用
は
有
効
だ
と
考
え

る
が
、
高
齢
者
は
、
自
宅
か
ら
移

動
先
ま
で
の
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
対

応
を
望
ん
で
い
る
。

Q
自
動
運
転
実
証
実
験
を
観
光
客

みどり市　議会だより 10
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
学
童
の
利
用
状
況
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
市
全
体
で
は

７
３
９
人
、
利
用
率
は
32
・
０

％
。
過
去
５
年
間
で
は
７
０
０
人

前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
年
度
や

学
校
区
な
ど
に
よ
り
ば
ら
つ
き
は

あ
る
が
、
約
３
割
と
な
っ
て
い

る
。

Q
運
営
体
制
と
人
員
配
置
に
つ
い

て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
職
員
の
配
置

数
に
つ
い
て
は
、
概
ね
40
人
以
下

の
ク
ラ
ス
ご
と
に
２
人
以
上
。
１

人
は
県
が
行
う
放
課
後
児
童
支
援

員
認
定
資
格
研
修
を
終
了
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援

員
の
雇
用
状
況
は
、
正
規
職
員
41

人
。�

パ
ー
ト
職
員
32
人
、
合
計

73
人
と
な
っ
て
い
る
。

Q
民
間
と
の
連
携
の
考
え
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
民
間
が
実
施

し
て
い
る
先
進
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
、
調
査
研
究
を
し
て
い

く
。

Q
今
後
の
展
望
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
働
く
親
御
さ

を
行
っ
て
い
る
。
学
校
に
は
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
配
置
さ

れ
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
や
不
登
校
な
ど
に
関
わ
る
保
護

者
の
相
談
に
あ
た
っ
て
い
る
。

Q
民
間
教
育
支
援
団
体
と
の
連
携

の
考
え
は
。

A
教
育
部
長　
今
後
は
民
間
の
教

育
支
援
団
体
と
の
連
携
も
大
切
で

あ
る
。
民
間
の
力
も
借
り
な
が
ら

不
登
校
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
支

援
が
で
き
る
よ
う
な
場
所
と
し

て
、
核
と
な
る
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
施
設
設

立
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
今
後
の
不
登
校
支
援
の
考
え

は
。

A
教
育
長　
不
登
校
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
学
び
を
止
め
な

い
こ
と
、
社
会
的
自
立
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
民

間
の
教
育
支
援
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
学
習
支
援
、
悩
み
相
談
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
市
全
体
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

ん
が
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備

を
よ
り
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
で
成
長
で
き
、
学
童
保
育

を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
家
庭
が

利
用
で
き
る
よ
う
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

--------------------------

Q
不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
は
。

A
教
育
部
長　
令
和
２
年
度
か
ら

５
年
度
で
は
３
倍
に
な
っ
て
い

る
。
６
年
度
は
４
月
ま
で
の
集
計

で
小
学
校
が
18
人
、
中
学
校
は
37

人
の
合
計
55
人�

。

Q
不
登
校
対
策
支
援
の
利
用
状
況

と
効
果
は
。

A
教
育
部
長　
各
学
校
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
る
が
、
毎
日
２
名
か
ら

６
名
が
利
用
し
て
い
る
。
効
果
と

し
て
は
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る

居
場
所
が
確
保
さ
れ
、
児
童
の
安

心
感
が
増
し
、
登
校
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
っ
た
。�

Q
不
登
校
の
子
供
を
持
つ
親
へ
の

支
援
は
。

A
教
育
部
長　
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
電
話
相
談
や
来
所
相
談

答
弁
…�

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
多
機
能
的
に
、
民
間
と
の
連
携
も

今
後
の
不
登
校
支
援
の
考
え
は

録画映像
あります

　全国不登校児童生徒数推移(文科省データを参考に本人作成)

小学生(児童)中学生(生徒)合計
2018年
2019年
2020年
2021年
2022年
2023年

年 年 年 年 年 年

小学生 児童 中学生 生徒 合計

広和クラブ 中村　正義 議員
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一般質問 一 般 質 問

答
弁
…�

車
両
に
対
す
る
補
助
金
設
置
は
再
度
検
討

降
ひ
ょ
う
被
害
へ
み
ど
り
市
独
自
の
見
舞
金
制
度

設
置
の
考
え
は

録画映像
あります

Q
令
和
６
年
７
月
５
日
み
ど
り
市

笠
懸
町
内
、
特
定
地
域
に
て
ピ
ン

ポ
ン
玉
大
の
降
ひ
ょ
う
が
あ
り
、

窓
ガ
ラ
ス
、
屋
根
、
車
両
な
ど
の

被
害
が
多
く
散
見
さ
れ
た
。
第
一

次
産
業
に
対
す
る
補
助
は
発
表
さ

れ
た
が
、
一
般
納
税
者
に
対
す
る

見
舞
金
制
度
を
創
設
し
、
家
屋
な

ど
だ
け
で
は
な
く
車
両
に
関
す
る

見
舞
金
制
度
も
設
置
し
て
は
。

A
総
務
部
長　

今
議
会
に
お
い

て
、
納
税
者
全
般
に
対
す
る
見
舞

金
制
度
を
設
置
し
、
内
容
は
、

10
万
円
以
上
の
被
害
額
が
あ
っ
た

場
合
、
１
世
帯
当
た
り
２
万
円
を

補
助
す
る
制
度
設
置
を
調
整
し
て

い
る
。

Q
他
市
を
見
習
う
の
で
は
な
く
、

み
ど
り
市
独
自
の
見
舞
金
制
度
設

置
の
考
え
は
。

A
副
市
長　
車
両
に
対
す
る
補
助

金
設
置
は
再
度
検
討
す
る
。

--------------------------

Q
み
ど
り
市
の
独
居
高
齢
者
の
人

数
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
70
歳
以
上
の

装
置
に
つ
い
て
は
、
危
機
を
免
れ

た
と
言
う
話
は
あ
ま
り
聞
か
ず
、

設
置
し
て
い
た
が
危
機
を
免
れ
な

か
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

る
。
今
一
度
、
使
用
方
法
を
し
っ

か
り
確
認
し
、
有
効
な
環
境
に
す

る
考
え
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　

対
応
し
た

い
。

--------------------------

Q
西
鹿
田
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、
か

た
く
り
の
湯
、
サ
ン
レ
イ
ク
草
木

の
三
大
事
業
の
総
事
業
費
は
。

A
副
市
長　

３
事
業
合
計
で
約

85
億
円
で
あ
る
。

物
価
上
昇
や
金
融
資
本

市
場
の
変
動
な
ど
、
現

状
は
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
本

気
に
な
っ
て
注
視
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
現
状
だ
。
限
ら
れ
た
財
政

の
中
、
ど
う
進
め
れ
ば
健
全
な
財

政
運
営
が
で
き
る
の
か
。
充
分
検

討
し
て
、
行
な
っ
て
い
る
事
業
だ

と
は
思
う
が
、
さ
ら
な
る
努
力

を
。

独
居
高
齢
者
は
、
令
和
５
年
調
べ

で
１
６
９
９
人
で
あ
る
。

Q
高
齢
者
の
基
準
は
65
歳
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
何
故
、
70
歳
か
ら

の
調
査
な
の
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　
群
馬
県
も
70

歳
か
ら
の
調
査
に
し
て
い
る
た

め
。

世
界
保
健
機
構(

Ｗ
Ｈ

Ｏ)

の
高
齢
者
基
準
は

65
歳
だ
。
再
度
の
調
査
で
高
齢
者

と
し
て
の
説
明
を
。

Q
独
居
高
齢
者
が
、
自
宅
で
安
心

し
た
生
活
を
す
る
た
め
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
開
始
し
た
高
齢
者
日

常
生
活
用
具
の
中
の
２
点
、
見
守

り
カ
メ
ラ
と
緊
急
通
報
装
置
に
つ

い
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
見
守
り
カ
メ

ラ
の
申
請
は
な
い
。
緊
急
通
報
装

置
に
つ
い
て
は
、
設
置
要
望
は
あ

る
。

Q
見
守
り
カ
メ
ラ
だ
け
で
は
使
用

で
き
な
い
。
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
も

合
わ
せ
て
案
内
す
る
よ
う
進
め
て

い
け
な
い
か
。
ま
た
、
緊
急
通
報

公明クラブ 宮﨑　　武 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…�

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
は

録画映像
あります

Q
分
庁
式
庁
舎
と
総
合
庁
舎
の
考

え
方
は
。

A
市
長　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
、
あ
る
い
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
何

を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
組
織
体
制
に
し
た
ら
よ
い

の
か
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。
「
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
」
と
い
う
目
的
を
前
提

に
置
い
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
て
真
に
必

要
な
庁
舎
の
在
り
方
と
い
う
も
の

を
見
極
め
て
ま
い
り
た
い
。

Q
合
併
後
の
庁
舎
の
改
修
費
は
。

A
総
務
部
長　

笠
懸
庁
舎
が
約

１
億
２
０
０
０
万
円
、
大
間
々
庁

舎
が
約
７
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

Q
職
員
の
笠
懸
庁
舎
と
大
間
々
庁

舎
の
移
動
時
間
と
人
数
に
つ
い
て

は
。

A
総
務
部
長　
令
和
５
年
度
の
笠

懸
庁
舎
、
大
間
々
庁
舎
間
の
公

用
車
の
往
復
回
数
は
、
年
間
で

検
討
の
契
機
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
つ

い
て
は
、
「
庁
舎
管
理
」
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
」
「
防
災
対
応
」
の
３

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組

織
し
て
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
、
い
ず
れ
も
新
庁
舎

建
設
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
。

Q
新
庁
舎
の
考
え
方
は
。

A
副
市
長　
現
状
を
的
確
に
把
握

し
た
上
で
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
再
度
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
笠
懸
庁
舎
は
昭
和
46
年
竣
工
で

老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
建
て
替

え
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
。

各
庁
舎
の
現
状
や
課
題
、
建
設
の

必
要
性
な
ど
を
よ
く
吟
味
し
て
い

く
。

A
市
長　
市
民
の
意
見
を
十
分
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、
庁
舎
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
慎
重
に

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

１
１
６
８
回
、
移
動
し
た
人
数
は

２
３
３
６
人
、
ま
た
、
移
動
に
要

し
た
時
間
は
１
１
６
８
時
間
と
試

算
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
土
日
祝

日
を
除
い
た
日
数
で
算
出
す
る

と
、
１
日
平
均
４
・
８
回
、
４
・

８
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

Q
み
ど
り
市
庁
舎
あ
り
方
検
討
委

員
会
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発

足
し
た
の
か
。

A
総
務
部
長　
東
日
本
大
震
災
や

熊
本
地
震
な
ど
の
災
害
を
契
機
と

し
て
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎

の
あ
り
方
を
再
考
す
る
必
要
が
生

じ
た
。
加
え
て
、
合
併
か
ら
一
定

期
間
が
経
過
し
、
合
併
当
初
か
ら

導
入
し
て
い
る
総
合
サ
ー
ビ
ス
型

分
庁
方
式
の
効
果
や
課
題
に
つ
い

て
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
み
ど
り
市
庁
舎
の
在
り
方

を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
委
員
会

を
組
織
し
た
。
ま
た
、
桐
生
市
と

の
「
桐
生
・
み
ど
り
新
市
建
設
研

究
会
」
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度

に
合
併
議
論
に
一
定
の
結
論
が
出

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
庁
舎
建
設

市民クラブ 阿左美　守 議員
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一般質問 一 般 質 問

Q
み
ど
り
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登

録
者
数
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
令
和
６
年
８

月
13
日
時
点
で
、
７
９
２
３
人
。

Q
ス
マ
ホ
市
役
所
の
機
能
を
導
入

し
て
い
る
か
。

A
政
策
企
画
部
長　
市
役
所
の
デ

ジ
タ
ル
行
政
窓
口
と
し
て
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
便
利
な
機
能
を
複
数

追
加
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
令
和

５
年
１
月
に
行
っ
た
。
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
か
ら
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
、
要
望
の
多
い
機
能
を
追
加

し
な
が
ら
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

Q
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
と
成

果
は
。

A
政
策
企
画
部
長　
み
ど
り
市
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
を
策
定
し
て

い
て
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向

上
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
、
行
政
運
営
の
効
率

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
実
現
の
た
め
の

基
盤
環
境
整
備
の
４
つ
の
項
目
を

柱
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い

る
。
成
果
と
し
て
、
業
務
効
率
化

の
た
め
導
入
し
た
会
議
録
作
成
支

援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
令

者
と
教
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
69
名
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。
わ
か
り
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、

「
大
変
良
か
っ
た
」
と
「
良
か
っ

た
」
で
、
回
答
が
95
・
７
％
と
高

評
価
で
、
自
由
記
載
欄
に
は
、
川

で
の
リ
ス
ク
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
、

現
場
に
行
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
い
い
か
知
れ
た
と

の
声
も
あ
り
、
水
難
事
故
防
止
に

対
す
る
意
識
啓
発
が
で
き
た
。

Q
水
難
事
故
防
止
講
話
は
、
令
和

７
年
度
以
降
も
継
続
的
に
実
施
し

て
い
く
の
か
。

A
総
務
部
長　
継
続
的
に
続
け
て

い
く
こ
と
で
、
啓
発
が
図
ら
れ
る

と
考
え
る
の
で
、
今
後
も
群
馬
リ

バ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
と
協
議
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
市
民
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

重
要
な
こ
と
は
。

A
市
長　
災
害
を
理
解
し
、
被
害

を
予
測
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
減
災
へ
の
取
り
組
み
と
、
自

助
、
共
助
、
公
助
、
そ
れ
ぞ
れ
が

災
害
対
応
力
を
高
め
な
が
ら
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

和
５
年
度
実
績
で
は
、
作
成
に
か

か
る
業
務
時
間
を
約
２
５
２
時

間
、
お
よ
そ
54
％
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
令
和
５
年

12
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
文
書
管

理
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入
効
果
と

し
て
、
プ
リ
ン
タ
ー
利
用
枚
数
が

前
年
度
比
で
約
10
％
削
減
と
い
う

こ
と
で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

--------------------------

Q
避
難
所
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
を
作
成
す
る
可
能
性
は
。

A
総
務
部
長　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ボ
ー
ド
は
障
害
の
あ
る
人
た

ち
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
や
高
齢

者
、
幼
児
な
ど
に
も
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
る
。
令
和
元
年
度
に
、

災
害
時
用
指
さ
し
会
話
シ
ー
ト
と

し
て
作
成
し
た
。

Q
群
馬
リ
バ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
に
よ

る
水
難
事
故
防
止
講
話
の
参
加
者

の
意
見
は
。

A
総
務
部
長　
小
学
校
５
年
生
、

中
学
校
２
年
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
参
加
者

は
全
12
校
で
、
生
徒
７
９
８
名
、

保
護
者
81
名
、
教
員
53
名
の
計

９
３
２
名
が
参
加
を
し
た
。
保
護

答
弁
…�

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
減
災
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

市
民
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は

録画映像
あります
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
外
国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る
日

本
語
学
習
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
て
い
る
か
。

A
教
育
部
長　
人
的
な
支
援
体
制

が
十
分
で
は
な
く
、
各
学
校
ご
と

に
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

空
き
時
間
の
教
職
員
が
別
室
で
個

別
に
対
応
す
る
こ
と
も
あ
る
。

Q
日
本
語
教
育
や
日
本
の
生
活
習

慣
、
風
習
な
ど
の
指
導
が
必
要
だ

が
、
対
応
で
き
る
教
職
員
の
研
修

方
法
、
現
状
で
の
課
題
は
。

A
教
育
部
長　
教
職
員
の
日
本
語

指
導
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

資
質
の
向
上
が
重
要
だ
。
県
の
外

国
人
児
童
生
徒
な
ど
の
教
育
心
理

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
心
理
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
、
出
前
講

座
な
ど
を
各
校
に
周
知
し
、
参
加

さ
せ
て
資
質
の
向
上
を
図
る
。
ま

た
、
こ
の
１
、
２
年
で
多
言
語
の

外
国
人
児
童
生
徒
が
増
加
し
、
一

律
の
対
応
が
難
し
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。

員
を
配
置
し
、
教
室
復
帰
を
最
終

目
的
と
し
て
支
援
し
て
い
る
。

Q
一
部
の
学
校
で
は
外
国
人
児
童

生
徒
が
８
名
在
籍
し
て
い
る
。
安

定
し
た
教
育
環
境
を
整
え
る
た

め
、
プ
レ
教
室
や
国
際
教
室
が
必

要
だ
。
県
費
に
よ
る
職
員
が
配
置

さ
れ
る
ま
で
は
、
市
費
に
よ
る
専

任
教
職
員
の
配
置
を
柔
軟
に
進
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
不
登
校
対

策
と
併
せ
て
財
政
面
で
の
負
担
が

課
題
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

A
市
長　
日
本
語
指
導
が
必
要
な

児
童
生
徒
の
増
加
と
共
に
、
指
導

す
る
人
材
や
場
所
の
確
保
も
必
要

と
な
る
。
今
後
の
外
国
人
児
童
生

徒
の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
、
県

費
に
よ
る
教
職
員
の
配
置
要
望
を

し
て
い
く
こ
と
と
併
せ
、
他
の
先

進
地
域
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
市
費
に
よ
る
教
職
員
配

置
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

Q
外
国
人
と
接
し
、
多
文
化
・
国

際
化
す
る
こ
と
で
日
本
人
児
童
生

徒
が
受
け
る
影
響
に
つ
い
て
良
い

点
、
悪
い
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

A
教
育
部
長　
文
化
や
習
慣
の
違

い
は
あ
る
が
、
児
童
生
徒
は
柔
軟

で
、
違
い
を
認
め
つ
つ
互
い
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
別

意
識
も
な
く
、
国
際
化
や
多
様
化

に
対
応
で
き
て
い
る
。
課
題
と
し

て
は
外
国
籍
の
児
童
生
徒
に
対
す

る
指
導
者
側
の
資
質
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
だ
。

--------------------------

Q
令
和
５
年
度
の
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
た
が
、
最
近
の
児
童
生
徒

の
不
登
校
な
ど
の
傾
向
と
指
導
教

員
や
対
策
支
援
員
の
配
置
や
指
導

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

A
教
育
部
長　
不
登
校
に
つ
い
て

は
依
然
と
し
て
多
い
。
不
登
校
支

援
の
た
め
の
教
室
が
設
置
さ
れ
、

市
費
で
生
徒
指
導
特
別
サ
ポ
ー
ト

答
弁
…
各
学
校
ご
と
に
対
応
し
て
い
る

外
国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る
日
本
語
学
習
の
現
状
は

録画映像
あります
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一般質問 一 般 質 問

Q
令
和
６
年
３
月
で
閉
園
と
な
っ

た
笠
懸
幼
稚
園
用
地
の
草
の
繁
茂

や
侵
入
者
へ
の
対
策
な
ど
に
つ
い

て
管
理
体
制
は
。

A
教
育
部
長　
総
務
部
財
政
課
が

除
草
や
高
木
の
枝
お
ろ
し
、
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
作
業

な
ど
半
年
間
で
３
回
作
業
を
実

施
。
ま
た
園
舎
出
入
口
の
門
扉
は

施
錠
し
、
駐
車
場
用
地
は
ロ
ー
プ

を
張
り
対
策
を
し
て
い
る
。

Q
幼
稚
園
跡
地
の
敷
地
面
積
と
全

体
的
な
資
産
価
値
は
。

A
教
育
部
長　
駐
車
場
を
含
め
る

と
総
筆
数
は
５
筆
で
総
地
積
は

１
万
３
４
２
２
・
０
５
㎡
と
な

り
、
近
傍
の
地
価
を
参
考
に
す
る

と
約
２
億
円
前
後
と
な
る
。

Q
幼
稚
園
跡
地
周
辺
に
に
ぎ
わ
い

を
呼
び
戻
す
た
め
の
考
え
は
。

A
教
育
長　
ま
ず
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
家
庭
も

支
援
し
て
い
く
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

排
水
共
同
処
理
組
合
か
ら
意
見
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和

５
年
度
よ
り
調
査
を
開
始
。

　
鹿
団
地
、
阿
左
美
向
原
地
区
、

鹿
杉
菜
原
地
区
の
３
地
区
の
排
水

処
理
組
合
を
市
の
公
共
下
水
道
に

接
続
し
た
場
合
、
合
計
２
１
７
世

帯
の
接
続
率
が
高
い
こ
と
で
安
定

し
た
下
水
道
使
用
料
収
入
が
見
込

め
、
既
存
の
管
路
施
設
の
活
用
も

可
能
性
が
あ
り
優
位
性
は
確
認
し

て
い
る
。

Q
接
続
へ
の
課
題
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
１
つ
目
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
破
損
な
ど

の
修
繕
に
対
す
る
費
用
負
担
と
期

間
な
ど
。
２
つ
目
は
、
雨
水
や
地

下
水
な
ど
の
不
明
水
の
調
査
に
３

年
間
が
必
要
な
こ
と
。
３
つ
目

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
汚
水
処
理
場
の

処
分
の
問
題
。
４
つ
目
は
、
事
業

計
画
の
見
直
し
に
向
け
、
令
和
７

年
度
中
に
更
新
手
続
き
の
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

生
み
、
活
気
も
出
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。
立
地
条
件
も
良
く
、
こ

の
場
所
を
利
用
す
る
こ
と
で
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
活
発
化
し
、

に
ぎ
わ
い
を
呼
び
戻
す
き
っ
か
け

に
も
な
る
。

Q
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
の
中

で
こ
ど
も
未
来
基
金
の
活
用
と
い

う
選
択
肢
も
あ
る
の
で
は
。

A
教
育
長　
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
中
で
も
十
分
協
議
を
し

検
討
を
進
め
て
お
り
、
例
と
し
て

は
、
教
育
研
究
所
と
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ご
み
教
室
を
今
あ
る
場

所
か
ら
移
転
し
て
不
登
校
対
策
の

拠
点
と
な
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
。
こ
ど
も
未
来
基
金
だ
け
で
な

く
、
有
利
な
財
源
も
検
討
し
、
地

域
の
声
や
市
民
全
体
の
声
も
大
切

に
し
、
準
備
を
重
ね
る
。

--------------------------
Q
令
和
５
年
２
月
に
示
さ
れ
た
市

内
の
排
水
処
理
組
合
の
管
路
調
査

の
内
容
と
進
捗
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
鹿
団
地
生
活

答
弁
…
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
る

に
ぎ
わ
い
を
呼
び
戻
す
考
え
は

録画映像
あります

新政クラブ 藤生　吉顕 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…�

大
間
々
本
町
通
り
の
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い

電
線
類
地
中
化
の
考
え
は

録画映像
あります

Q
渡
良
瀬
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

は
。

A
都
市
建
設
部
長　
本
道
路
は
太

田
薮
塚
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

神
梅
地
区
を
結
ぶ
延
長
14
㎞
の
主

要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
現
在
５
㎞

の
区
間
で
供
用
開
始
さ
れ
て
い

る
。

Q
塩
原
バ
イ
パ
ス
の
開
通
、
大

間
々
工
区
の
状
況
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
塩
原
バ
イ
パ

ス
の
開
通
に
つ
い
て
、
群
馬
県
は

県
土
整
備
プ
ラ
ン
の
見
直
し
作
業

を
実
施
中
で
令
和
７
年
度
に
公
に

な
る
と
考
え
る
。
大
間
々
工
区
は

桐
原
宿
信
号
か
ら
福
岡
大
橋
ま
で

を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、
比
較
検
討

し
、
移
動
の
短
縮
を
重
視
す
る
案

を
採
用
す
る
と
し
て
い
る
。
早
期

開
通
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
群
馬

県
と
も
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

Q
市
長
は
本
道
路
を
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
と
位
置
付
け
て
い
る
。
開

た
。
全
線
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
ま

で
の
地
中
化
は
４
０
０
年
祭
に
合

わ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
着
手
に

際
し
、
地
元
と
協
議
し
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と
事
業
化

し
て
い
き
た
い
。

--------------------------

Q
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す

る
民
生
児
童
委
員
の
職
務
の
把
握

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
委
員
一
人
あ

た
り
の
令
和
５
年
度
実
績
で
は
、

平
均
で
訪
問
回
数
１
４
３
回
、
地

域
活
動
や
会
議
調
査
等
は
75
回
で

負
担
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
成
り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が

解
消
の
策
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
全
国
的
な
課

題
で
も
あ
り
、
定
年
延
長
の
動
き

も
出
て
き
て
い
る
。
負
担
軽
減
の

た
め
協
力
員
と
い
う
人
員
の
配

置
、
適
切
な
活
動
費
補
助
金
も
検

討
し
、
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

通
に
伴
う
さ
ら
な
る
施
策
展
開

は
。

A
市
長　
現
在
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
を
エ
リ
ア

化
す
る
幹
線
開
通
に
向
け
て
は
、

多
く
の
観
光
客
を
市
内
に
導
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
中
心
市
街
地

で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
沿
線
の

観
光
資
源
、
わ
た
ら
せ
溪
谷
鐵
道

な
ど
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
周
遊
観

光
へ
と
つ
な
げ
、
広
い
視
点
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

--------------------------

Q
大
間
々
の
街
中
の
電
線
類
地
中

化
の
考
え
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
地
中
化
は
歩

行
空
間
の
確
保
や
景
観
の
創
出
、

防
災
機
能
の
向
上
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
。
大
間
々
本
町

通
り
の
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

Q
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
４
０
０
年

祭
も
迫
る
が
地
中
化
の
時
期
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

A
市
長　
直
接
知
事
に
も
要
望
し

広和クラブ 古田島 和茂 議員
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一般質問 一 般 質 問

答
弁
…
介
護
認
定
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
見
直
し
と
改
善
を
図
る

介
護
認
定
の
遅
れ
に
対
し
、
本
人
や
家
族
、
支

援
に
関
わ
る
人
へ
の
配
慮
を

録画映像
あります

Q
令
和
６
年
度
の
介
護
申
請
を
し

て
か
ら
認
定
結
果
が
出
る
ま
で
の

平
均
日
数
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
平
均
50
日
。

Q
コ
ロ
ナ
前
と
後
で
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
元
年
度

47
日
、
令
和
５
年
度
60
日
。
令
和

５
年
４
月
か
ら
６
月
に
お
い
て
は

90
日
。

Q
90
日
か
か
っ
て
い
た
理
由
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
調
査
対
象
者

の
大
幅
な
増
加
と
調
査
員
の
退
職

に
よ
り
人
員
が
不
足
し
た
。

Q
他
市
の
状
況
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
早
い
自
治
体

は
32
日
。
群
馬
県
平
均
は
39
日
。

Q
み
ど
り
市
の
介
護
認
定
の
遅
れ

を
確
認
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
い
本
人
や
家
族
、
支
援
に
関

わ
る
人
へ
の
影
響
な
ど
不
利
益
が

心
配
さ
れ
る
。
配
慮
が
必
要
で

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
今
年
度
介
護

認
定
シ
ス
テ
ム
導
入
を
予
定
。
見

直
し
と
改
善
を
し
、
迅
速
か
つ
適

講
費
用
の
支
援
を
求
め
る
。

A
市
長　
国
、
群
馬
県
に
伝
え
て

い
く
。
受
講
料
助
成
制
度
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
お
り
環
境
を
整
え

て
い
く
。

Q
み
ど
り
市
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
負

担
人
口
、
市
の
認
識
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
調
査
し
て
い

な
い
。
経
済
的
、
身
体
的
な
負
担

に
加
え
精
神
的
な
不
安
感
等
の
課

題
へ
包
括
的
支
援
が
必
要
。

Q
み
ど
り
市
に
お
い
て
も
ダ
ブ
ル

ケ
ア
、
ト
リ
プ
ル
ケ
ア
で
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
考

え
る
が
、
調
査
の
必
要
性
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
軽
減
に
つ
な

げ
る
た
め
、
ま
ず
は
チ
ラ
シ
や
セ

ミ
ナ
ー
開
催
等
で
周
知
啓
発
を
望

む
が
。

A
市
長　
周
知
啓
発
を
行
い
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
正
し
く
伝
え

て
い
く
。

正
な
介
護
認
定
に
つ
な
げ
る
。

Q
認
定
調
査
員
の
増
員
、
調
査
委

託
費
を
引
き
上
げ
、
認
定
調
査
の

拡
充
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

A
市
長　

調
査
員
の
確
保
と
育

成
、
調
査
体
制
の
強
化
、
調
査
の

短
縮
に
向
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を

進
め
て
い
る
。

Q
市
内
事
業
所
に
登
録
さ
れ
て
い

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
数
、
平

均
年
齢
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
53
名
。
年
齢

は
把
握
し
て
い
な
い
。

Q
介
護
保
険
の
利
用
者
は
増
加
し

続
け
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
高
齢

化
も
大
き
な
課
題
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
不
足
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
数
値
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
人
手
不
足
の
声

は
聞
く
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
不

足
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

Q
処
遇
改
善
の
対
象
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
も
含
ま
れ
る
よ
う
、
国
、

群
馬
県
へ
の
要
望
や
更
新
研
修
受

新政クラブ 髙草木 弘子 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…�

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
子
育
て
支
援
策
を
検
討

こ
ど
も
未
来
基
金
を
活
用
し
た
、
市
独
自
の
出

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
を

録画映像
あります

Q
主
要
地
方
道
大
間
々
・
世
良
田

線
の
矢
羽
根
型
路
面
表
示
箇
所

は
、
道
路
の
盛
り
上
が
り
が
ひ
ど

く
、
自
転
車
が
そ
の
上
を
通
る
に

は
あ
ま
り
に
危
険
な
状
態
と
な
っ

て
い
る
が
。

A
都
市
建
設
部
長　
路
肩
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
部
分
が
数
カ
所
あ

り
、
自
転
車
が
走
行
す
る
に
は
危

険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
す
ぐ
に
、
桐
生
土
木
事
務
所

の
ほ
う
で
補
修
を
行
っ
た
。

Q
み
ど
り
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
渡
良
瀬
渓
谷
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
（
走

行
距
離
29
・
３
㎞
）
と
草
木
湖
一

周
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
（
走
行
距
離
20
・
６

㎞
）
を
つ
な
ぐ
新
た
な
イ
ベ
ン
ト

「
ツ
ー
ル
ド
・
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ

Ｅ
」
を
企
画
し
て
、
令
和
８
年
度

完
成
予
定
の
サ
ン
レ
イ
ク
草
木
を

は
じ
め
、
草
木
湖
周
辺
の
更
な
る

観
光
・
地
域
振
興
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

A
産
業
観
光
部
長　
新
た
な
宿
泊

施
設
を
拠
点
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
は
、
来
訪
者
の
増

（
20
万
円
を
５
年
間
）
を
支
給
し

て
、
出
生
数
及
び
合
計
特
殊
出
生

率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
施
策

も
必
要
で
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
現
在
、
庁
内

検
討
組
織
に
お
い
て
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
新
規
事
業
の
立
案
や
既
存
事

業
の
拡
充
な
ど
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
提
案
い
た
だ
い
た
件
は
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
寄
与
す
る

事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い

て
も
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
求

め
る
声
が
最
上
位
と
な
っ
て
い

る
。
市
民
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
子
育
て
支
援
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
未
来
基
金
を
活

用
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
施
策
「
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
１
０
０
万
円
」
（
２０
万
円

を
５
年
間
支
給
）
の
実
現
に
期
待

し
た
い
。

加
が
期
待
で
き
る
。
草
木
湖
を
核

と
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
今
後
関
係
す
る
団
体
な

ど
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
み
ど
り
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将

来
展
望
で
は
、
令
和
７
年
の
合
計

特
殊
出
生
率
を
１
・
80
、
令
和
22

年
は
市
独
自
の
２
・
20
と
設
定
と

し
て
い
る
が
、
出
生
数
及
び
合
計

特
殊
出
生
率
の
目
標
値
の
考
え
方

は
。

A
政
策
企
画
部
長　
合
計
特
殊
出

生
率
の
現
状
は
、
令
和
３
年
１
・

45
、
令
和
４
年
は
１
・
33
と
い
う

結
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
い
目

標
数
値
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
令
和
６
年
度
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定
作
業
を
進
め

て
い
る
。
検
証
委
員
会
で
の
調
査

審
議
を
踏
ま
え
て
、
目
標
設
定
し

て
い
き
た
い
。

Q
こ
ど
も
未
来
基
金
を
活
用
し

た
、
市
独
自
の
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
と
し
て
、
１
０
０
万
円
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一般質問 一 般 質 問

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
防
空
監
視

哨
跡
を
活
用
し
て
は

録画映像
あります

Q
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

状
況
は
。

A
教
育
部
長　
市
内
小
中
学
校
で

は
平
成
26
年
度
で
全
校
の
普
通
教

室
、
特
別
教
室
に
設
置
完
了
。

　
災
害
時
の
対
策
で
、
大
間
々
東

中
学
校
と
東
小
中
学
校
に
設
置
。

Q
市
内
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
の
状
況
と
、
市
民
へ
の
周
知
、

活
用
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
熱
中
症
特

別
警
戒
情
報
、
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
の
発
表
期
間
中
に
一
般

開
放
し
、
公
共
施
設
９
カ
所
、
民

間
施
設
３
カ
所
が
あ
る
。

Q
熱
中
症
予
防
の
対
策
の
周
知

は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　

広
報
７

月
・
８
月
号
に
熱
中
症
予
防
の
記

事
を
掲
載
。
防
災
メ
ー
ル
か
ら
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
が
見
ら
れ

る
。

Q
エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
桐
生
市
、
伊

勢
崎
市
、
大
泉
町
、
中
之
条
町
の

と
長
野
原
町
に
し
か
な
い
貴
重
な

文
化
財
で
あ
る
。

A
教
育
長　
防
空
監
視
哨
跡
は
、

戦
争
あ
る
い
は
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
上
で
貴
重
な
教
材
に
な
る
と

感
じ
た
。

Q
小
中
学
生
が
平
和
の
大
切
さ
を

学
ぶ
場
所
と
し
て
防
空
監
視
哨
跡

を
活
用
し
て
は
。

A
教
育
部
長　
数
年
前
に
東
町
の

小
中
学
校
の
先
生
方
が
見
学
し

た
。
市
の
重
要
文
化
財
と
し
て
学

べ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Q
教
育
委
員
会
が
地
域
計
画
を
作

り
国
が
認
定
す
れ
ば
、
文
化
財
の

活
用
が
広
が
る
が
、
策
定
の
考
え

は
。

A
市
長　
文
化
財
を
保
存
、
活
用

し
観
光
や
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
は
重
要
。
県
内
で
は
高

崎
市
と
嬬
恋
村
が
地
域
計
画
を
策

定
し
、
国
の
認
定
を
受
け
て
い

る
。
先
進
地
を
参
考
に
検
討
す

る
。

４
市
町
で
実
施
し
て
い
る
。

Q
桐
生
市
は
、
全
市
民
を
対
象
に

上
限
５
万
円
で
購
入
補
助
を
実
施

し
て
い
る
が
、
み
ど
り
市
で
も
補

助
を
考
え
て
は
。

A
市
長　
生
活
保
護
受
給
者
に
は

扶
助
費
で
支
給
。
低
所
得
者
と
低

所
得
の
高
齢
者
に
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
生
活
福
祉
資
金
制
度
が
あ

る
の
で
考
え
て
い
な
い
。

--------------------------

Q
平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）
に

旧
東
村
で
戦
後
50
年
を
記
念
し

「
再
び
戦
争
を
繰
り
返
す
ま
い
と

の
願
い
」
か
ら
防
空
監
視
哨
跡
を

唯
一
の
軍
事
施
設
と
し
て
重
要
文

化
財
と
し
た
。
保
存
と
活
用
は
。

A
教
育
部
長　
防
空
監
視
哨
跡
へ

の
道
に
は
、
階
段
や
手
す
り
が
な

い
。
案
内
看
板
は
所
有
者
に
代
わ

り
市
が
簡
易
的
な
も
の
を
設
置
し

た
。

Q
市
長
と
教
育
長
は
防
空
監
視
哨

跡
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

A
市
長　
見
学
し
た
折
、
急
斜
面

で
歩
き
づ
ら
い
。
県
内
で
は
本
市

日本共産党クラブ 石原 真理子 議員
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弁
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重
要
文
化
財
と
し
て
学
べ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

録画映像
あります

答
弁
…
令
和
７
年
度
に
向
け
て
適
切
な
料
金
設
定
を
図
る

産
後
ケ
ア
利
用
料
金
軽
減
に
つ
い
て
は

Q
産
後
ケ
ア
事
業
の
開
始
時
期
、

利
用
で
き
る
方
、
ケ
ア
の
内
容
に

つ
い
て
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
令
和
２
年

度
よ
り
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
。

対
象
者
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

産
後
１
年
未
満
の
産
婦
及
び
乳

児
、
家
族
等
か
ら
家
事
育
児
等
の

援
助
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
方
、

育
児
に
不
安
感
が
あ
り
支
援
を
必

要
と
す
る
方
で
あ
る
。

Q
産
後
ケ
ア
事
業
を
委
託
し
て
い

る
施
設
、
協
力
医
療
機
関
、
利
用

型
に
つ
い
て
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　

委
託
先

は
、
岩
宿
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ア
ル
フ

ァ
助
産
院
、
た
か
の
す
診
療
所
、

桐
生
厚
生
総
合
病
院
、
桐
育
乳
児

園
、
群
馬
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ

ー
で
、
ア
ル
フ
ァ
助
産
院
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
み
、
他
の
５
か
所
は

宿
泊
型
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
。

Q
産
後
ケ
ア
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
デ
イ
サ
ー

A
市
長　
新
た
に
創
設
し
た
子
ど

も
未
来
基
金
を
活
用
し
た
施
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
産
後
ケ
ア
事
業
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

--------------------------

Q
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

安
全
性
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
新
た
に
接

種
の
対
象
と
な
る
小
学
６
年
生
に

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
、
接
種
後
に

生
じ
る
副
反
応
の
リ
ス
ク
な
ど
個

別
に
送
付
し
て
い
る
。

Q
接
種
後
の
症
状
に
対
す
る
相
談

支
援
体
制
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
ま
ず
は
接

種
を
受
け
た
医
療
機
関
、
か
か
り

つ
け
医
、
そ
の
後
必
要
に
応
じ
て

協
力
医
療
機
関
を
受
診
し
て
頂
く

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

Q
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
パ
ー
ト

ナ
ー
を
守
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
。
男
性
接
種
へ
の
補
助
は
。

A
市
長　
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け

調
査
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

ビ
ス
半
日
利
用
は
自
己
負
担
額

１
８
０
０
円
。
１
日
利
用
は
自

己
負
担
額
３
７
０
０
円
。
宿
泊

型
１
泊
２
日
で
、
自
己
負
担
額

７
６
０
０
円
。

Q
み
ど
り
市
の
産
後
ケ
ア
利
用
実

績
に
つ
い
て
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
令
和
２
年

度
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
４
件
、
令
和

３
年
度
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
２
件
、

令
和
４
年
度
宿
泊
型
１
件
、
令
和

５
年
度
宿
泊
型
１
件
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
１
件
で
あ
る
。

Q
太
田
市
は
産
後
ケ
ア
利
用
料
金

自
己
負
担
額
を
令
和
３
年
度
ワ
ン

コ
イ
ン
５
０
０
円
に
改
定
。
大
泉

町
、
邑
楽
町
は
令
和
６
年
度
か
ら

無
料
と
し
て
い
る
。
み
ど
り
市
は

近
隣
他
市
と
比
べ
る
と
高
い
設
定

と
な
っ
て
い
る
。
産
後
ケ
ア
利
用

者
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
。

A
市
長　
令
和
７
年
度
に
向
け
て

適
切
な
料
金
設
定
と
産
後
ケ
ア
事

業
の
充
実
を
図
る
。

Q
産
後
ケ
ア
事
業
を
よ
り
積
極
的

に
展
開
す
る
考
え
は
。
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一般質問 一 般 質 問

答
弁
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
も
考
え
た
い

３
大
事
業
の
説
明
看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

録画映像
あります

Q
西
鹿
田
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、
か

た
く
り
の
湯
、
サ
ン
レ
イ
ク
草
木

の
３
大
事
業
は
投
下
資
金
も
多

く
、
市
民
の
関
心
の
的
で
あ
る
。

現
地
と
市
役
所
の
中
に
事
業
の
工

程
表
、
事
業
総
額
、
そ
の
財
源
な

ど
を
表
示
し
た
看
板
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
工
事
の
内

容
、
進
捗
状
況
な
ど
を
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
非
常
に
大

切
で
あ
る
。
多
く
の
人
に
効
率
的

に
周
知
す
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
な
ど
他
の
手
段
も
考

え
た
い
。
工
事
の
進
捗
状
況
や
施

設
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
情
報
に

つ
い
て
、
適
切
な
時
期
に
積
極
的

に
情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。

--------------------------

Q
み
ど
り
市
所
有
の
太
陽
光
発
電

事
業
に
つ
い
て
、
議
会
に
報
告
さ

れ
た
資
料
は
、
単
年
度
の
お
金
の

Q
民
間
の
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ

い
て
本
市
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
取
り
組
み
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
令
和
２
年
10

月
に
条
例
を
制
定
し
、
地
元
説
明

会
の
開
催
義
務
付
け
や
雨
水
処

理
、
土
砂
災
害
対
策
、
景
観
へ
の

配
慮
を
講
じ
る
こ
と
を
許
可
条
件

と
し
て
い
る
。

--------------------------

Q
小
平
の
里
指
定
管
理
者
に
は
法

人
格
が
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
年

間
８
０
０
０
万
円
の
お
金
が
動
く

団
体
が
代
表
者
個
人
名
で
諸
々
の

法
律
行
為
を
し
て
い
る
が
、
不
都

合
は
な
い
の
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
契
約
に
関
す

る
責
任
や
負
債
の
負
担
が
個
人
に

集
中
す
る
な
ど
、
リ
ス
ク
管
理
の

観
点
か
ら
懸
念
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
法
人
化
に
向
け

た
協
議
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
。

出
入
り
で
あ
っ
て
、
当
初
に
支
出

し
た
建
設
費
が
各
年
度
に
割
り
振

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま

え
、
事
業
開
始
か
ら
の
損
益
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
市
民
部
長　
令
和
５
年
度
末
ま

で
の
損
益
状
況
は
減
価
償
却
費
と

廃
棄
費
用
を
加
味
し
た
場
合
、

２
７
６
４
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
。

Q
施
設
は
建
設
か
ら
10
年
ほ
ど

経
っ
て
い
る
の
で
、
毎
年
約

２
５
０
万
円
の
利
益
が
出
て
い
る

勘
定
と
な
る
。
こ
の
２
５
０
万
円

で
補
助
金
を
賄
え
て
い
る
の
か
。

A
市
民
部
長　
市
で
は
既
に
そ
れ

以
上
の
金
額
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
て
い
る
。

太
陽
光
事
業
の
利
益
は

補
助
金
の
原
資
と
し

て
、
そ
の
一
部
し
か
賄
え
て
い
な

い
こ
と
を
市
民
に
わ
か
る
よ
う
に

し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
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+560

+4350
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-890

+1240

+880

±0

１. ２.だれもがゆったりと寛げる憩の場となる施設 多世代の市⺠交流や賑わいの創出に寄与する施設

３. ４.みどり市の魅⼒を発信し、体感できる施設 災害時にも安⼼を提供できる施設

・⿅⽥⼭の麓にその稜線と調和する勾配屋根の連なるシルエットの建物を計画します。
・計画建物は源泉スタンドに近い敷地の北側に配置し、温泉配管を短くすることができる
 合理的な計画とします。
・源泉スタンドの設置物を整理し、北側ひまわり畑⽅向への視線の抜けを確保します。
・多⽬的広場とひまわり畑、⿅⽥⼭フットパスと⾜湯との連携を考慮した配置とします。
・計画建物、⾞寄せ、駐⾞場はだれもが使いやすいユニバーサルデザインに配慮した計画
 とします。

・ゆったりとした広さの内⾵呂浴槽と露天⾵呂浴槽で温泉を楽しめます。
・温泉だけでなく、炭酸泉やサウナなど多様な種類のお⾵呂を計画します。
・家族⾵呂は、⾞いす使⽤者とその介護者が利⽤できるバリアフリー
 に配慮した計画とします。
・⾵呂上がりの多様な寛ぎ⽅に対応した⼤広間、個室、リラクゼーシ
 ョンルームなどを計画します。

公衆浴場

都市計画区域内・市街化地域⾮設定・⽤途地域無指定

みどり市笠懸町⿅2559番ほか

公共下⽔道接続にて県と協議中

直接基礎

計129台(うち、⼀般100台・福祉6台・職員23台)

⽊造・鉄筋コンクリート造・⼀部鉄⾻造／地上1階
2,114.24 ㎡(敷地内の建築物の合計)
 ・施設本体：2,105.24㎡
2,055.43 ㎡(敷地内の建築物の合計)
 ・施設本体：2,030.43 ㎡
 ・施設本体の屋内部分：1,887.70 ㎡
7.5ｍ

構造／規模

主要⽤途

都市計画

計画地

建築⾯積

基礎

駐⾞場

最⾼⾼さ

法定延床⾯積

排⽔処理

・卓球やスポーツ吹⽮、⼋⽊節の練習など、様々な市⺠活動の場とし
 て利⽤可能な多⽬的室を計画します。
・フリーマケットや⻘空市場などのイベントが開催できる⼗分な広さ
 の多⽬的広場を計画します。
・⿅⽥⼭フットパス利⽤者も気軽に利⽤できる⾜湯を計画します。

・地元林業を活かし、⽊造架構の採⽤と内装仕上の⽊質化を図り、⽊
 の温もりを感じられる施設とします。
・浴室湯沸熱源として薪ボイラーを補助ボイラーとして利⽤します。
・薪置場を外から⾒える設えとし、⽊材活⽤の啓蒙にも寄与します。
・物販コーナーでは「みどり市ブランド」の販売も想定し、みどり市
 ならではの魅⼒をアピールできます。

・⾮常時の安全性を保ちながら、⼀定の機能が維持できるよう事業継
 続計画（BCP）を盛り込みます。
・発災後にも⼊浴サービスを提供できる防災機能を⾼めます。
・多⽬的広場1は、発災後の退避スペースとしても機能します。軒下
 空間をつくることで地域の炊き出しなどの拠点としても活⽤できます。

⿃瞰イメージ

ひまわり畑

多⽬的広場2

⾞寄せ

設備スペース
⾜湯

駐⾞場
23台

(職員⽤想定)

駐⾞場
(⼀般)
100台

駐⾞場(福祉)
6台

エントランス
広場

軒下
空間

多⽬的
広場1

源泉
スタンド

駐輪
スペース

擁壁
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⽬隠し壁

ひまわり畑
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1/2施設の概要や計画内容などは、今後の検討の中で変更が⽣じる場合があります。

◇基本⽅針

◇計画概要

みどり市温泉施設整備基本設計業務委託     基本設計概要

◇配置計画〜⿅⽥⼭の麓に溶け込み 市⺠が集う 憩の空間〜

みんなが
 どんなときでも
  リラックスできる
   温泉施設

ひまわり畑

配置図

⿅⽥⼭

かたくりの湯

⿅⽥⼭
フットパスから

EV

I
N

O
U
T

ロードバイク
利⽤者⽤の駐輪場

露天⾵呂の⽬隠しには
⼗分に配慮

駐⾞場出⼊⼝
はINとOUT
を明確に区分

発災時の炊き出しに利⽤可能な
「かまどベンチ」

フリーマーケット
や⻘空市場も
開催可能な多⽬的広場

⿅⽥⼭フットパスから
の動線に配慮した位置
に⾜湯を計画

⼗分な台数(利⽤者⽤106台の5％以上)の
福祉駐⾞場を整備
⾞路を横断することなく施設利⽤が可能

歩⾏者の安全な通⾏のため
歩道を計画

バスや送迎⾞も複数台
寄付きができる安全な
⾞寄せロータリー

地上構造物を撤去する⽅針で
検討しています。

植栽整備を⾏い、
⾜湯からの眺望に配慮します

発災時の住⺠サービスに
有効な軒下空間

駐⾞場内は安全に配慮して
全て⼀⽅通⾏に

⿅⽥⼭
フットパスから

源泉地

新温泉施設計画地

広和クラブ 深澤　輝彦 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
み
ど
り
市
が
管
理
し
て
い
る
林

道
、
作
業
道
の
本
数
、
管
理
方
法

は
。

A
産
業
観
光
部
長　
林
道
が
36
路

線
、
作
業
道
は
９
路
線
。
管
理
方

法
は
、
林
道
台
帳
で
管
理
し
て
い

る
。

Q
工
事
が
中
断
し
て
い
る
林
道
が

あ
る
が
、
理
由
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
小
平
地
域
と

長
尾
根
地
域
を
結
ぶ
桜
峠
線
が
中

断
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
性
、
優
先

度
、
当
時
の
財
政
状
況
な
ど
総
合

的
な
判
断
に
よ
る
も
の
。
今
後
に

つ
い
て
は
未
定
。

Q
林
業
従
事
者
か
ら
杉
の
樹
皮
を

熊
が
剥
が
す
皮
剥
被
害
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
売
り
物
に
な
ら
ず
、

伐
採
費
だ
け
が
発
生
し
て
い
る
。

み
ど
り
市
は
被
害
調
査
な
ど
実
施

し
て
い
る
の
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
毎
年
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
わ
た
ら
せ
森
林
組

合
へ
委
託
し
て
い
る
。

が
。

A
産
業
観
光
部
長　
ま
ず
は
、
林

業
事
業
体
か
ら
買
い
取
っ
た
原
木

で
試
行
的
に
開
始
し
、
受
け
入
れ

体
制
が
整
い
次
第
、
一
般
市
民
か

ら
の
受
け
入
れ
も
開
始
し
た
い
と

考
え
る
。

Q
地
域
加
工
セ
ン
タ
ー
の
現
状

は
。

A
産
業
観
光
部
長　
平
成
27
年
度

に
合
板
用
の
ラ
ミ
ナ
加
工
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
、
副
産
物
と
し
て

チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
を
し

て
き
た
。
ラ
ミ
ナ
の
出
荷
が
好
調

と
な
り
令
和
５
年
度
初
め
て
収
支

が
黒
字
と
な
っ
た
。

Q
将
来
に
向
け
た
林
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
市
長　
大
事
な
の
は
、
林
業
が

生
業
と
し
て
成
り
立
つ
か
で
あ

る
。
環
境
森
林
譲
与
税
等
も
充
当

し
な
が
ら
林
業
が
足
腰
の
強
い
産

業
に
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

Q
熊
は
捕
獲
制
限
が
あ
り
被
害
が

増
大
し
て
い
る
が
、
林
業
で
生
計

を
立
て
て
い
る
林
業
従
事
者
に
と

っ
て
は
、
死
活
問
題
で
あ
る
。

国
、
群
馬
県
へ
の
働
き
か
け
は
で

き
な
い
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
国
や
群
馬
県

に
対
し
、
捕
獲
制
限
の
緩
和
に
つ

い
て
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

Q
み
ど
り
市
内
で
組
織
す
る
林
業

研
究
会
の
現
状
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
現
状
で
は
、

東
林
業
研
究
会
、
黒
川
文
化
研
究

会
の
２
組
織
が
活
動
し
、
小
平
林

業
研
究
会
が
活
動
休
止
と
な
っ
て

い
る
。

林
業
経
営
、
育
成
な
ど

の
林
業
研
究
会
の
役
割

は
大
変
大
き
い
。
ぜ
ひ
、
み
ど
り

市
の
林
業
発
展
の
た
め
の
取
り
組

み
と
継
続
し
た
支
援
を
。

Q
木
の
駅
は
、
林
業
従
事
者
な
ど

の
団
体
だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民

で
も
木
材
を
持
ち
込
み
、
市
が
買

い
取
る
事
業
と
理
解
し
て
い
る

答
弁
…�

国
、
群
馬
県
に
対
し
、
働
き
か
け
を
し
て
い
く

熊
は
捕
獲
制
限
が
あ
り
被
害
が
増
大
し
て
い
る
が
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みどり市　議会だより [2024年11月5日　73号]　23

熊による樹皮の皮剥被害

録画映像
あります



委員長
藤生吉顕

委員
塩野央弥

委員
中村正義

委員
石原真理子

副委員長
金子勇人

委員
深澤輝彦

委員
堀内利之

日 月 火 水 木 金 土

11/22（金）全員協議会上程予定議案の説明等

28
本会議

長提出議案上程

29 30
（休会）

12/1
（休会）

２
（休会）

３
本会議
一般質問

４
本会議
一般質問

５
本会議
一般質問

６
本会議
長提出議案への質疑
→委員会付託

７
（休会）

８
（休会）

９
（休会）

10
（休会）

11
（休会）

市民福祉常任委員会

12
（休会）

経済建設常任委員会

13
（休会）

総務文教常任委員会

14
（休会）

15
（休会）

16
（休会）

17
（休会）

18
本会議
委員長報告
質疑〜討論〜採択

　　は傍聴できます
開始時間は全て午前９時 30分です

本会議はインターネット生配信の予定です
　は配信予定日です

開会

閉会

どれだけの方に気づいてもらえたでしょうか？２号前の議会だ

より第71号本編に緑色のイメージカラーが使われていたことを。平成18年発行の第１号～第３号まではピンク、

その後第４号から第70号まで 17年間青色を使用してきました。議会だよりは市民の皆さまにとって、議会の様

子や内容を知っていただくための一番身近で重要なお知らせです。残念ながらほとんど読んだことがないという

ようなご意見も耳にします。現在の議会広報特別委員会では、いかに手に取って読んでもらえるかをテーマに議

論し、議会だよりの製作にあたっています。今年度は５月発行に新緑のグリーン系、８月に清涼なブルー系、今

号11月には紅葉のオレンジ系、２月発行でも季節に合った色を使用する予定です。また、一般質問のページでは、

写真やイラストにわかりやすいよう説明を付けました。

　わずかな変化かもしれませんが、全ての市民の方に読んでもらえるよう、点滴穿
せんせき

石の精神で取り組んでいきます。
（中村　正義）

次
回
の
定
例
会
は
11
月
28
日（
木
）開
会
予
定
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12月定例会（予定）会期：11月28日〜12月18日

傍聴及び議会だよりに関することは、みどり市のホームページをご覧いただくか、
議会事務局（TEL. 0277-76-1970　FAX. 0277-76-1952）までお問い合わせください。

ご 意 見 は HP
からもお送り
いただけます

編 集 後 記

議 会 広 報 特 別 委 員 会 編 集 委 員


